
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ)

と
は

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
で
す
。
か
ぜ
の
症
状

か
ら
急
激
に
肺
炎
を
併
発
し
、

重
症
例
で
は
呼
吸
障
害
を
起
こ

す
呼
吸
器
疾
患
で
す
。
患
者
の

咳
を
浴
び
た
り
、
痰
や
体
液
等

に
直
接
触
れ
る
等
の
濃
厚
な
接

触
を
し
た
場
合
に
感
染
し
、
二

日
〜
七
日
、
最
大
十
日
間
の
潜

伏
期
間
を
経
て
発
症
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
　
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

家
庭
用
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
の
は
…

十
日
以
内
に
流
行
地
域
か
ら

帰
国
、
又
は
十
日
以
内
に
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
患
者
の
体
液
に
触
れ
る
等

の
濃
厚
な
接
触
が
あ
っ
た
方
で
、

三
十
八
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
ま

た
は
息
切
れ
等
の
呼
吸
器
症
状

が
あ
る
方
で
す
。

な
お
、
流
行
地
域
（
伝
播
確

認
地
域
）
等
の
詳
細
情
報
は
、

厚
生
労
働
省
等
か
ら
入
手
可
能

で
す
。

厚
生
労
働
省
等
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ)

の
予
防
に
つ
い
て

外
出
先
か
ら
戻
っ
た
時
に
手
洗

い
・
う
が
い
を
行
な
う
こ
と
は
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
だ
け
で
は
な
く
多
く

の
感
染
症
に
共
通
す
る
予
防
法

で
す
。
マ
ス
ク
は
、
感
染
の
原

因
と
な
る
飛
沫
（
し
ぶ
き
）
が

直
接
入
る
こ
と
や
、
し
ぶ
き
が

つ
い
た
手
で
口
を
触
る
こ
と
を

防
ぐ
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
受
診
に
あ
た
っ
て

の
留
意
点

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
疑
わ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
診
療
体
制
の
整
っ

た
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
よ

う
、
山
梨
県
で
は
外
来
診
療
協

力
医
療
機
関
を
平
成
十
六
年
二

月
十
三
日
現
在
十
三
ヶ
所
確
保

し
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
は
、

事
前
に
最
寄
り
の
保
健
又
は
医

療
機
関
へ
必
ず
電
話
連
絡
の
う

え
、指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
な
ど
は
、
保
健
所

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
連
絡
先

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
吉
田
保
健
所

地
域
保
健
課

☎
〇
五
五
五
‐
二
四
‐
九
〇
三
五

2
研修のため休診

9
研修のため休診

16
研修のため休診

23
研修のため休診

30
研修のため休診

平成16年６月１日（６）

7

５月９日に道志中学校体育館、５月19日に旧善ノ木小学校体育館で村の基本健診が行われ、６月
10日にも旧久保分校で予定されております。今回はそのことを中心に書きたいと思います。

診 療 所 だ よ り

・５月14日に入り口の階段、スロープに手すりを設置し

ました。冬などはすべって転びやすかったのですがこれ

で安心です。ぜひ利用してみてください。

・手違いで４月号の広報に診療所だよりをのせられません

でした。「頭痛」について書き、院内に掲示しておりま

したが、詳しい内容等知りたい、もしくは改めて掲載希

望であれば、診療所まで御連絡をお願いいたします。

・夏も近くなり土、日には観光客が多くなってきました。

交通量もそれに伴い多くなってきております。くれぐれ

も交通事故には注意するようにしてください。

・基本健診の時期となりました。皆さんは受けたでしょうか？

受けた方は結果がそろそろ帰って来る頃だと思います。結果を渡す時には事後指導が夜に公民館で行われます。

その際には診療所医師の他に山梨大学の医師も来られ講義や個別指導をしてくださいます。ぜひ出席してみ

てください。また、出席した方も、出席できなかった方も自分の内容が分からない場合には診療所に結果を

持参し受診してみてください。健診は受けることがいいのではなく、結果を吟味してこそ意味のあるものに

なります。

今年の健診結果だけではなく去年やおととしの結果との違いを見ることが早期発見早期治療の手がかりとな

ります。当院ではレントゲン、心電図は随時、採血は平日の午前中（月、火、木、金）のみ、胃カメラ、エ

コー検査は予約による受付となります。（採血希望の方は当日の朝食は食べないで受診してください）また、

当院で診察しきれないことがあった場合には適宜紹介状を作成し、該当医療機関への紹介をしていきたいと

思っております。ささいなことでもけっこうですのでぜひ受診してみてください。

5/30 5/31 1 
午前：胃カメラ

3 4 5
午前中のみ診察

6 8
午前：胃カメラ

10 11
午後：乳児検診

12
午前中のみ診察

13 14
医師ドック休診

15
午前：胃カメラ

17

20 22
午前：胃カメラ

24
午後：幼児検診

25
午後：会議

2827 29
午前：胃カメラ

7/1 7/2 7/3
午前中のみ診察

６月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

21

18 19
午前中のみ診察

26
午前中のみ診察　

重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）について
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道志中学校道志中学校 
（第（第1111号）号） 
道志中学校 
（第11号） 

３年生は、４月27日から４月
30日の日程で、奈良・京都・広島
方面へ修学旅行に行ってきました。
１日目、心配された雨も上がり、

最初の見学地の奈良公園の散策や
東大寺の見学の後、若草山で合唱
するという活動も予定通り実施す
ることができました。

２日目、京都市内を班別で見学しま
した。それぞれの班が事前に話し合い
見学場所を決定しました。見学順路や
見学時間はもちろんバスや電車の時刻
も下調べしてあったので、どの班も自
主的に活動できました。「金閣寺」「二
条城」「下賀茂神社」「壬生寺」など、
新緑の古寺を巡りました。

３日目の午前中は、「三十三間堂」「清水寺」を見学し、
一路広島を目指しました。夜は、宿舎の世羅別館に被爆
体験者である高橋昭博氏をお招きし「平和講演会」を行
いました。高橋さんは14歳の時に、校庭で被爆しました。
今も右手の不自由さや原爆症に苦しみながらも、多くの
児童生徒に原爆の恐ろしさと平和の尊さを語り続けてお
られる方です。高橋さんからのメッセージが強く心に残
り、「人が生きる」ということ、「平和」とは何かを考え
る契機になったのではないかと思います。真剣に話を聞
く生徒の表情が印象的でした。

僕達の班は、ほぼ予定通りの班別行動ができました。京
都では、食事場所がなかなか見つからず、困りましたが、
見事30分後に見つかり、美味しいランチを食べることが
できました。
金閣寺には予定時刻どおりに着いて、金箔のすばらしさ

を体感しました。壬生寺には予定より30分後にたどり着
きましたが、あらかじめ30分余分に時間をとっておいた
ので、宿舎には遅れることなく到着しました。班のみんな
で協力することができ、楽しい修学旅行になってよかった
です。 （佐藤　翔太）

「平和」って何ですか？　と聞かれても、自信のある答え
は言えませんでした。「平和」についてよく知らなかったし、
深く考えたこともなかったからです。しかし、修学旅行でヒ
ロシマへ行き、「平和」について学ぶことができました。
ヒロシマは、被爆した場所です。戦争でたくさんのものを

失い、後悔ばかりが残ったのではないかと思います。それな
のに、今も恐ろしい戦争が絶えません。それは悲しいことだ
と思います。
ヒロシマの街には、「平和」を願うものがいくつもありま

した。私は、世界中の一人一人が「平和を願えば、戦争や人
が傷つくことはなくなるのではないかと思います。「戦争」
という同じ失敗を繰り返さないように小さな事から平和な社
会をつくる努力をしていきたいと思います。 （杉本　瑠美）

生徒の感想から

多くを学んだ修学旅行

最終日の４日目、ホテルから徒歩で広島平和公園に向
かいました。原爆が投下された８時15分にあわせて
「原爆の子の像」の前で平和集会を行いました。「聞こえ
る」を合唱し千羽鶴を捧げました。前日平和講演をして
くださった高橋さんの名刺には「平和の原点は人間の痛
みがわかる心を持つことです。」と書かれていました。
昨年度から総合学習などで学んできた平和学習の総まと
め的な体験となりました。
友と一緒に過ごした２泊３日の思い出は、多感期にあ

る27名の生徒の心に深く焼きつけられたものと確信し
ています。この旅行を通して学んだことをこれからの生
活の中に活かしていってほしいと願っています。



お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚

士
や
専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
六
年
七
月
十
八
日
（日）
〜

七
月
十
九
日
（月）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

場
　
所

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野

一
〇
〇
九
）
幼
児
指
導
室

対
象
児

〇
歳
児
よ
り

相
談
内
容

一

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

二

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

三

聴
力
測
定

四

補
聴
器
調
整

申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

電
　
話

〇
五
五
三
‐
二
二
‐
一
三
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
三
‐
二
二
‐
六
四
一
九

平成16年６月１日（８）

E
-m
ail
sod
an
@
rog
ak
o.k
ai.ed

.jp

（
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
雨
宮
・
金
子
）

☆
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

☆
電
話
やE

-m
ail

で
の
相
談
も
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相
談
期
間

中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☆
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

試　験　名

初　　　級

資格免許職

民間企業等職務経験者

身体障害者対象選考

試験案内・
申込書配布時期

７月上旬

７月上旬

７月上旬

受　付　期　間

８月12日(木)～８月30日(月)

８月12日(木)～８月30日(月）

７月28日(水)～８月27日(金)

第１次試験日

９月26日(日)

９月19日(日）

９月19日(日）

平
成
十
六
年
度

県
職
員
等
採
用
試
験

◆その他 試験や職種により受験資格が異なる場合や試験内容が変更される場合
があります。詳しくは試験ごとの試験案内で確認して下さい。

◆問い合わせ先
・試験全般　　県人事委員会事務局 ☎ 055－223－1821

FAX 055－223－1819

◆試験日・受付期間など

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

県では、平成16年度の県職員等採用試験を次のとおり実施します。

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

夏

休

み

子
ど
も
の

放
送
大
学
学
生
募
集

募
集
期
間

六
月
十
五
日
（火）
〜
八
月
三
十
一
日
（火）

募
集
学
生

●
全
科
履
修
生
（
四
年
以
上
在
学
し
、「
学

士(

教
養)

」
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す

学
生
」）

●
選
科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

●
科
目
履
修
生
（
一
年
間
「
６
ヵ
月
」
在

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学

生
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話

〇
五
五
‐
二
五
一
‐
二
二
三
八



開
催
主
旨

富
士
の
麓
の
地
は
、
古
く
よ

り
織
物
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
も

ネ
ク
タ
イ
、
服
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
な
ど
、

多
種
多
様
な
布
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
品
の
影
で
多
く
の
「
は
ぎ
れ
」
が
不

要
と
さ
れ
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
は
ぎ
れ
」
に
も
う
一
度
生
命
を

吹
き
込
み
、
個
性
的
な
作
品
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
「
は
ぎ
れ
の
再
生
」

●
参
加
料

応
募
作
品
一
点
に
つ
き
二
、
〇
〇
〇
円

●
受
付
場
所

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（9）

家
族
や
親
し
い
人
た
ち
と
食
卓
を
囲
み
、

な
ご
や
か
な
会
話
で
ひ
と
時
を
過
ご
す
の

は
人
生
の
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

い
い
素
材
を
使
い
、
じ
っ
く
り
作
っ
て
、

家
族
や
友
人
と
楽
し
も
う
と
い
う
の
は
、

シ
ン
プ
ル
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
講
座
で
、
そ
ば
打
ち
を
学
び
、

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
あ
な
た
の
も
の
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
　
男
性
も
女
性
も
参
加
を

お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

講
　
師

そ
ば
打
ち
名
人

小
林
　
泰
憲
さ
ん

日
　
時

平
成
十
六
年
六
月
十
九
日
（土）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

主
催
・
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

定
　
員

十
八
名

材
料
費

六
〇
〇
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

そ
の
他

託
児
も
お
こ
な
い
ま
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ぴ
ゅ
あ
富
士
　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー

電
　
話
〇
五
五
四
‐
四
五
‐
一
六
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
五
四
‐
四
五
‐
一
六
六
三

住
　
所
　
都
留
市
中
央
三
丁
目
九
番
三
号

県
警
察
で
は
、
平
成
十
六
年
度
警
察
官

採
用
試
験
（
第
二
回
目
）
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
警
察
官
Ａ
・
Ｂ
（
平
成
十
七
年
四
月
採

用
の
男
性
と
女
性
）

◇
受
付
期
間

平
成
十
六
年
七
月
二
十
一
日
（水）
〜

八
月
二
十
日
（金）

◇
第
一
次
試
験
日

平
成
十
六
年
九
月
十
九
日
（日）

◇
詳
細
決
定
・
採
用
案
内
配
布

７
月
上
旬
予
定

◆
試
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市町村振興宝くじ

1等・前後賞合わせて3億円

発売期間

7月12日(月)～7月30日(金）
抽せん日

8月10日(火)

この宝くじの収益金は市町村の明るく住み良い
街づくりに使われます。
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1等　2億円×42本　前後賞各 5,000万円

2等　1億円×42本

3等　100万円×420本

4等　10万円×4,200本

5等　3,000円×4,200,000本

夏ラッキー賞　1万円×1,6800,000本
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人口 2,163人　男 1,071人　女 1,092人　世帯数 608（H16. 5. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

6,727

3 ,584

154

76 ,065

86 ,530

4月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

池 谷　 隆さん（長又）

大正５年３月25日生

６月 の 納 税

平成16年６月１日

第282号
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村 県 民 税（第１期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

6 月 主 な 行 事
1日　育児教室
〃　 献血 (午前中 役場・午後 道の駅）
3日　小学5年生キャンプ

(コテージ３日～５日）
8日　育児教室
10日　基本検診 (旧久保分校）
11日　乳児検診、保育所プール教室
14日　働き盛り花の実年検診
〃　 民生委員会 (午後3時）
15日　育児教室
19日　日本脳炎予防接種

(小4、中3 7月3日まで）

20日　アユ解禁日
22日　横浜市長来村
〃　 働き盛り花の実年検診
〃　 育児教室
24日　幼児検診、働き盛り花の実年検診
25日　事後指導、農業委員会 (午後3時）
〃　 保育所プール教室
26日　資源ゴミ収集
〃　 南都留郡体育祭り(26日～7月11日）
27日　道の駅そば祭り
29日　育児教室、働き盛り花の実年検診
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平成14年10月28日生

父 進さん　母 登美さん
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クジャクサボテン
今年は大きな花がたくさん
咲きました。

大指　佐藤多津恵さん

九　輪　草
九輪草がたくさん咲き、通る人の目を
楽しませてくれました。

東和出村　菅谷達子さん

ビ　オ　ラ
商工会 女性部の方が植えたビオラがみごとに
咲き、通る人や観光客も車を止めて楽しんで
いました。 商工会　女性部


